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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月5日(2020.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　８－メチルノナン酸（8-methyl nonanoic acid、８Ｍ）を生成するための生合成方法で
あって、
　ａ）形質転換細胞系において（ｉ）ＫＡＳＩＩＩａ遺伝子またはＫＡＳＩＩＩｂ遺伝子
、及び（ｉｉ）アシル－アシルキャリアタンパク質（ＡＣＰ）チオエステラーゼをコード
する遺伝子を発現させることと、
　ｂ）前記形質転換細胞系において、ＫＡＳＩＩＩａまたはＫＡＳＩＩＩｂのための基質
として、イソブチリル－ＣｏＡを提供することと、および
　ｃ）８－メチルノナン酸を生成することと、を含み、
　ここで、前記ＫａｓＩＩＩａ遺伝子は、配列番号６と少なくとも９０％同一である核酸
配列を含み、前記ＫＡＳＩＩＩｂ遺伝子は、配列番号７と少なくとも９０％同一である核
酸配列を含む、生合成方法。
【請求項２】
　前記アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ遺伝子が、Ｃａｐｓｉｃｕｍ属の植物のＦＡＴＢ
およびＦＡＴＢ２から選択される脂肪酸アシル－ＡＣＰチオエステラーゼＢをコードする
、請求項１に記載の生合成方法。
【請求項３】
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　ＦＡＴＢ２が、前記形質転換細胞系において、配列番号５と少なくとも９０％同一であ
る核酸配列によってコードされる、請求項２に記載の生合成方法。
【請求項４】
　ＦＡＴＢが、前記形質転換細胞系において、配列番号４と少なくとも９０％同一である
核酸配列によってコードされる、請求項２に記載の生合成方法。
【請求項５】
　前記形質転換細胞系が、酵母、非カプサイシノイド生成植物、藻類、及び細菌から選択
される、請求項１～４のいずれか１項に記載の生合成方法。
【請求項６】
　前記形質転換細胞系が、Ｅ．Ｃｏｌｉである、請求項５に記載の生合成方法。
【請求項７】
　前記８Ｍを、７０％超の純度に精製することをさらに含む、請求項１～６のいずれか１
項に記載の生合成方法。
【請求項８】
　前記形質転換細胞系においてイソ酪酸を提供し、アシル－ＣｏＡシンセターゼ（ＡＣＳ
）遺伝子を共発現させることによって、前記形質転換細胞系においてイソブチリル－Ｃｏ
Ａを提供する、請求項１～７のいずれか１項に記載の生合成方法であって、
　ここで、前記ＡＣＳ遺伝子は、イソ酪酸をイソブチリル－ＣｏＡに変換するイソブチリ
ル－ＣｏＡシンセターゼをコードする、方法。
【請求項９】
　前記ＡＣＳ遺伝子が、配列番号８と少なくとも９０％同一である核酸配列を含むＣＣＬ
４遺伝子である、請求項８に記載の生合成方法。
【請求項１０】
　前記形質転換細胞系においてイソ酪酸およびアセチル－ＣｏＡを提供し、プロピオネー
トＣｏＡ－トランスフェラーゼ（ＰＣＴ）遺伝子を共発現させることによって、前記形質
転換細胞系においてイソブチリル－ＣｏＡを提供し、それによって、プロピオネートＣｏ
Ａ－トランスフェラーゼが、イソ酪酸およびアセチル－ＣｏＡをイソブチリル－ＣｏＡお
よびアセテートに変換する、請求項１～７のいずれか１項に記載の生合成方法。
【請求項１１】
　前記ＰＣＴ遺伝子が、配列番号９と少なくとも９０％同一である核酸配列を含む、請求
項１０に記載の生合成方法。
【請求項１２】
　前記形質転換細胞系においてグルコースを提供し、ａｌｓＳ、ｉｌｖＣ、ｉｌｖＤおよ
びｂｋｄ遺伝子を共発現させることによって、前記形質転換細胞系においてイソブチリル
－ＣｏＡを提供する、請求項１～７のいずれか１項に記載の生合成方法。
【請求項１３】
　前記形質転換細胞系が、Ｅ．Ｃｏｌｉである、請求項１２に記載の生合成方法。
【請求項１４】
　カプサイシンを生成するための８Ｍの使用をさらに含む、請求項１～１３のいずれか１
項に記載の生合成方法。
【請求項１５】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の生合成方法の実施において使用するための、（
ｉ）ＫＡＳＩＩＩａ遺伝子またはＫＡＳＩＩＩｂ遺伝子、及び（ｉｉ）アシル－ＡＣＰチ
オエステラーゼをコードする遺伝子を発現することができる、形質転換細胞系。
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